
R4末 R4中 R3末 評価 意　見　・　要　望・　改 善 案 評価 コメント

1 重点目標に基づいた教育活動ができるよう分掌への働きかけは適切であったか 3.3 3.2 3.2 Ａ

2 教職員の教育活動に対する取り組みへの協力は適切であったか 3.3 3.3 3.2 Ａ

3 運営委員会・職員会議・課程会議の運営は適切であったか 3.4 3.3 3.2 Ａ

4 校内組織の編成は適切であったか 3.2 2.9 2.5 Ａ

5 年間行事を、全日制・通信制・各分掌と調整し、適切に計画したか 3.4 3.3 3.4 Ａ

6 儀式的行事の運営は適切だったか 3.3 3.3 3.2 Ａ

7 奨学金制度についての広報及び手続は適切だったか 3.3 3.3 3.3 Ａ

8 教員及び生徒の危機管理意識を向上させることができたか 3.2 3.1 3.1 Ａ

9 HPへの記事掲載が頻繁に行われるよう、行事等担当者への働きかけは適切であったか 3.2 3.2 3.0 Ａ

10 出席率を向上させるための働きかけは適切であったか 3.2 3.1 3.1 Ａ

11 生徒の出欠・成績に関する共通理解を図るための情報提供は適切であったか 3.5 3.3 3.2 Ａ

12 年間曜日設定及び曜変により、バランスのとれた授業時数の確保につなげたか 3.4 3.3 3.2 Ａ

13 授業実施において、通信制・全日制との調整を適切に行ったか 3.3 3.2 3.4 Ａ

14 図書館及び蔵書の管理は適切であったか 3.3 3.2 3.1 Ａ

15 生徒が積極的に読書するよう、適切な働きかけを行ったか 3.1 3.0 2.8 Ａ

16 生徒にTPOに応じた身だしなみやふるまい・マナーを意識させることができたか 3.0 2.9 3.0 Ｂ

17 生徒会執行部の活動をはじめ、各種委員会活動を活性化させることができたか 3.3 3.2 3.2 Ａ

18 生徒会行事がスムーズに運営できたか（総会、交流会、スポーツ大会、送る会） 3.3 3.2 3.2 Ａ

19 安全・安心な学校づくりのために、いじめ防止に努めたか（アンケート、生徒理解） 3.2 3.2 3.2 Ａ

20 人権・同和教育は計画的に推進されたか（推進委、HR活動、たより、教職員研修等） 3.4 3.2 3.2 Ａ

21 道徳教育は計画的に推進されたか（ふるまい推進、コミトレ、教職員研修等） 3.3 3.3 3.2 Ａ

22 定時制通信制の連携のとれた進路指導体制を構築できたか　 3.3 3.3 3.1 Ａ

23 ４年間を見通した進路計画が作成できたか　 3.3 3.1 2.8 Ａ

24 インターンシップは適切に行われたか 3.5 3.4 3.2 Ａ

25 担任が進路指導ができるよう、適切な情報を提供したか 3.3 3.0 3.0 Ａ

26 進路行事（進学・就職説明会、企業・学校見学、進路ガイダンス）の内容は適当なものであったか 3.3 3.3 3.4 Ａ

27 心と体の健康講座のテーマと時期の設定は適切であったか 3.4 3.3 3.3 Ａ

28 健康観察、健康診断による健康状態を把握し、生徒が自己管理できるように働きかけたか 3.4 3.3 3.1 Ａ

29 SC、教育相談員など人的援助の活用と関連機関との連携を図り、相談・支援事業の充実につなげたか
3.5 3.3 3.4 Ａ

30 （特支）関係者・外部団体と連携し、情報交換会を開催したか 3.3 3.3 3.2 Ａ

31 （特支）研修は適切だったか 3.2 3.3 3.1 Ａ

32 日々の学習に真面目に取り組んだか 3.0 3.0 3.1 Ｂ

33 時間を守ることができたか 2.9 3.0 2.8 Ｂ

34 挨拶ができるようになったか 2.8 2.9 2.9 Ｂ

35 TPOに応じた言葉遣いができるようになったか【２、３年次のみ】 3.0 2.9 3.0 Ｂ

36 下級生の模範となる行動ができるようになった【３、４年次のみ】 2.8 2.8 2.9 Ｂ

37 「自律」できるようになったか【４年次のみ】 3.1 2.9 2.6 Ａ

38 　効率的・効果的な予算執行 3.4 3.4 3.3 Ａ

39 　迅速・的確な施設設備の補修・保全と教育環境の整備 3.4 3.3 3.4 Ａ

40 　事務部と教員の円滑な連絡・調整 3.5 3.5 3.4 Ａ

令和4年度　　学校評価シート　（定時制まとめ）　

※評価基準（４：良い、３:やや良い、２：やや悪い、１：悪い ／ A：4.0～、B：3.0～、C：2.0～） ⇒　　　　　

【１】
 学校運営

【２】
 総　務

【３】
 教　務

【４】
 生　徒

【５】
 進　路

【６】
 保　健

【７】
 ルーム

【1５】
 事　務

次年度への改善策

・毎年度していただいていると思いますが、働き方改革もふまえて学校運営全体、会議や研修会等
の運営について見直し、ブラッシュアップしていっていただきたいと思います。
⇒・服務規律研修やハラスメントの研修は、実施が義務づけられており削減はできませんが、その
他の研修や会議については、時期を含めて検討していくことが大切と思います。
・次年度以降を見据えた役職等の配置をお願いしたい。
⇒・校内の組織編成については、平均値が昨年度から０．７ポイント向上しており、少しずつ先生に
納得いただける形に近づいていると考えます。人数が少ないので見通しが崩れることも多々ありま
すが、ご指摘のとおりできるだけ見通しをもって配置したいと思います。
・ここ２年くらいの間にＩＣＴ担当者の業務が倍近くになってきている。管理しなければならない機器
が増え、それに伴う対応も様々である。また、ＩＣＴの活用に関することも研修を含め多くのことがあ
る。教育指導課からも、個で対応するのではなく複数（チーム）で対応する、ＩＣＴ関係を校内でどう
組織するかが重要である、といわれている。現在定通では、ＩＣＴ関係は個に業務を当てている。業
務がさらに増えていくことは予想され、このままの状況では対応しきれない。来年度はどこかの分
掌に位置づけるか、複数担当者を置いて欲しい。現在２人いるが、各課程に２人は必要だと思う。
⇒・ＩＣＴ関連の業務は増加しています。県の業務分担を見ながら、増員の検討は必要と考えます。
ただし、現在の分掌の人数を減らすことはできないので、兼務の形が想定されます。
・休憩時間５分を守っていただけますようお願いいたします。（保護者から）
⇒・生徒の５分間の休憩時間については、元々短いものですので、生徒の負担ならないよう確保を
お願いします。

○例年の議題等の出具合にもによると思いますが、定期試験期間中や長期休業中の会議等がは
ずせるような状況であれば年間計画からはずしておいていただけるとありがたいです。（生徒の学
びのサポートの機会をできるだけ取ることができるといいなと年々感じるようになっています。また
校内の会議の有無と他の会議や行事の計画の際に調整がしやすいのではと思いました。）
→「事後の検証」をより向上させるため、部内ミーティングを持つようにしたい。
○ホームページ更新は各担当者に頼ってきた。→ホームページ更新の講習・呼びかけなどを心が
けたい。
○危機管理→避難訓練、防災学習は有効。次年度は起震車体験等も検討。

・ICT業務担当者につ
いては、教員の負担
増も考慮し、来年度
は３人体制を考えた
い。また情報管理委
員会を立ち上げ、規
程の整理、組織の一
元化等に着手した
い。

・ホームページにつ
いてはよりよい情報
発信を呼びかけた
い。
・避難訓練はより多く
の体験を盛り込む形
を検討したい。

自　己　評　価

○生徒会活動、協働（集団活動）に関するポイントが生徒保護者を含め低め。
→生徒会執行部の生徒を中心に各種行事の企画・運営を行い、学校全体の連帯感の醸成を図る
とともに、生徒個々の充実感や意欲につなげていきたい。
→生徒部以外の教員にも委員会担当をに就いてもらい、教職員・生徒が一体となって各種委員会
活動に取り組むことで、学校全体の活力にするとともに、生徒の自己有用感も高めていきたい。

○各種情報交換会や企業・学校見学やインターンシップなど連携の機会を利用して情報交換をす
ることができた。ハローワークとも情報交換を綿密におこない進路指導に活かすことができた。
→予定通り進路主催行事を実施できた。事後アンケートや感想を見ても進路について考える上で
役立ったという回答が多い。さらに内容の充実をはかり継続していきたい。生徒が得た情報や考え
たことが進路実現につながっていくようキャリアパスポートを充実させたい。

○次年度も引き続き、保健調査・健康観察を行い、生徒の健康状態の把握に努め、受診の大切さ
を伝えたい。
○コンサルテーションや終礼等で情報共有を心がけ、事例は限られているがｹｰｽ会を開催した。
・コロナ対応は、難しい状態が続いている。可能な限り、協力し合いながら乗り越えていきたいが、
定時制の生徒で２～3名、いつもマスクを外している生徒がいる。直接指導しても言うことを聞かな
い。「授業中も特に注意されていない」と周囲の生徒が言っていたが、できれば校内での教員間の
協力体制を整えてほしい。
⇒・コロナが５類になり、マスクも個人の判断でという国の方針が出ました。今後学校に対しては、
文科省、県教委からガイドラインが出ると思いますので、それに従うことになります。ご指摘のとお
り、全教職員で声をかけることが大切であると考えます。

○「規範意識」「支援」の項目がややポイントが低かった。
→クラス担任と協力しながら開終礼、ＨＲ活動、各種行事等を通じ粘り強く指導していきたい。毎日
の終礼や毎週行う課程会議、生徒理解研修やケース会議等、生徒一人一人について細やかに情
報共有を行い、全教職員で共通理解を図り生徒の指導・支援に当たりたい。

学　校　関　係　者　評　価

・外部業者の選定にあたっては、必ず複数の見積りをとるなどして、プロセスを残してお
くべきくだと思います。
⇒・外部業者の選定についてはご指摘のとおり、適正にお願いします。

Ａ

Ａ

・ギガスクール構想で中学校でもタブレット等持たせている。
NHKフォースクールの番組を見せたり、図やグラフを見せたり等
で使用するが、教員のスキルによって利用頻度は変わってく
る。上手く活用すると効果が上がる。
・オンライン会議等が増え、色々な所とつなぐことは可能になっ
た。移動時間が減った分、働き方改革の観点からは利点はあ
る。
・ICTをはじめとする新たな取り組みは働く者の負担感を増して
いるイメージはある。学校の先生方の労働時間は多すぎる。
・発達障害の生徒にとっては、話すことよりもパソコンで文字に
する方が伝えやすい場合もある。上手く活用することだ。

・ホームページ等に授業の動画をアップすることも効果がある
のではないか。
・避難訓練は、消防署に出向いて体験することも検討してみて
はどうか。体験をすると意識も変わる。

Ａ
・新学習指導要領に基づく観点別評価については、先生方の労
力や負担感が大きいようだ。どうしても中間層に評価が集まる
傾向があり、どのようなメリットがあるのかわかりにくい。

Ａ
・中学校ではとりあえず挨拶運動を徹底させている。定通の生
徒の挨拶が極端に低いとは感じていない。

Ａ ・良好な取組と言える。

Ａ
・マスク着用については今後方針が出るだろうが、教員が同じ
指導をすることは必要。

Ｂ
・少人数の中で友人を作れて救われた生徒もいる。色々な生徒
がいると思うが教員の共通理解のもと頑張ってほしい。

○ 各先生方が新学習指導要領やＩＣＴ活用を意識した授業に心がけて頂いた。また，遅進者を中
心に個別指導をして頂いた。
→ 新学習指導要領での評価について，点検・共有化を行っていきたい。
○ 教科の働きかけがよく，家庭科検定や商業関係の検定を積極的に参加した生徒が多く見られ
た。
→検定を奨励するとともに，よい結果を生徒に周知する取組を行いたい。
○ 全日制の司書さんの協力を仰ぎ，図書館オリエンテーションが実施できた。１年生の貸出数が
多く見られるようになった。
 →来年度も図書館オリエンテーションを行い，充実させたい。
・ルビ振りが必要な生徒に対して、講演会などの資料に可能な限りルビを振っているが、教育支援
員などに学習サポートなどをしてもらうことはできないのでしょうか？

Ａ ・良好な取組と言える。

・観点別評価につい
ては、見直しを図りつ
つ軌道にのせたい。
過渡期なので教員負
担は大きいが、評価
のための授業ではな
く、どのような力をつ
けたいかどのように
生徒を育成していく
のかといった基本を
再確認しつつ進めた
い。

・教員全体の共通認
識のもと、生徒の自
己有用感につながる
取組を進めていく。

・今年度も引き続き計
画通り進路行事を進
め、生徒の進路実現
を目指したい。

・ガイドラインに基づ
き、コロナ後も教員が
同じ目線で感染症対
策等には取り組みた
い。

・引き続き生徒の成
長を信じ、情報共有
を図りながら生徒の
指導・支援に当たり
たい。

外部業者の選定も含
め、お金がからむこと
には今後も厳正に対
処したい。


